
霊
異
記

説
語

の
性
格

民
話
性
を
め

ぐ

っ
　
て

駒
　
　
木

敏

は

じ
　
め

に

　
霊
異
記
説
話
群
の
含
み
も
つ
特
徴
の
一
つ
は
類
話
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。
話

の
細
部
に
い
た
る
ま
で
類
似
し
た
話
群
は
少
な
く
な
い
し
、
さ
ら
に
モ
チ
ー
フ

の
類
似
と
い
う
点
で
は
、
大
部
分
の
話
が
そ
の
範
爵
に
入
る
は
ず
で
あ
る
。
大

ま
か
に
言
っ
て
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
霊
異
記
の
説
話
を
根
底
か
ら
規
定
す
る

次
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
一
つ
は
、
主
に
前
者
に
対
応
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

で
あ
る
が
、
話
が
唱
導
な
い
し
口
承
の
形
で
世
問
に
広
め
ら
れ
る
伝
承
の
あ
り

、
方
に
由
来
す
る
点
で
あ
り
、
二
つ
は
、
主
に
後
者
に
対
応
す
る
こ
と
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

が
、
説
話
が
本
質
的
に
仏
教
の
因
縁
講
を
説
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
に
由

来
す
る
点
で
あ
る
。

　
右
の
よ
う
な
事
実
か
ら
し
て
、
類
話
性
を
ど
う
評
伍
す
る
か
は
霊
異
記
研
究

の
重
要
な
課
題
で
あ
る
、
と
言
い
う
る
。
今
ま
で
の
研
究
史
の
な
か
で
、
類
話

　
　
　
　
　
　
霊
異
記
説
語
の
性
格

を
手
が
か
り
と
し
た
研
究
が
多
い
の
も
、
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
類
話
そ
の
も
の
の
整
理
が
充
分
な
さ
れ
て
い
な
い
傾
き

が
あ
っ
た
。
類
話
の
厳
密
な
整
理
を
提
唱
し
、
そ
れ
を
伝
承
性
・
口
承
性
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９

関
連
で
説
か
れ
た
の
は
黒
沢
圭
二
氏
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
よ
り
早
く
稲
田
浩
二

　
　
　
　
・
　
、

氏
は
、
話
型
に
留
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
こ
に
民
話
的
方
注
を
見
る
と
と
も

に
、
説
話
の
質
に
ま
で
迫
ろ
う
と
さ
れ
た
。
稲
田
氏
は
、
霊
異
記
説
話
の
民
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

的
性
格
に
す
す
ん
で
言
及
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
類
話
を
文
学
性
と
の
か
ね
あ

い
で
考
察
し
よ
う
と
す
る
時
、
こ
れ
は
見
の
が
し
え
な
い
視
点
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
と
同
時
に
、
一
方
そ
れ
ら
が
民
話
そ
の
も
の
で
は
な
い
説
話
性
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
以
上
、
何
に
よ
っ
て
説
話
た
り
え
て
い
る
の
か
、
こ
れ
も
ま
た

欠
落
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
側
面
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
小
稿
で
は
、
以
下

民
話
的
方
法
を
持
っ
二
っ
の
類
話
群
に
依
り
な
が
ら
、
類
話
の
示
す
文
学
的
性

格
に
っ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
先
学
の
方
法
に
導
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



　
　
　
　
　
　
霊
異
記
説
語
の
性
格

つ
つ
も
、
な
お
民
話
性
と
説
話
性
と
が
ど
の
よ
う
に
共
存
し
あ
る
い
は
排
斥
し

あ
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
出
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
実
は
、
民
話
や
説
話
の
文
学
的
質
の
究
明
は
ま
だ
充
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。
が
、
た
と
え
ば
民
話
が
「
一
定
の
語
り
口
調
と
話
の
型
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

つ
」
の
に
対
し
て
、
説
話
は
「
一
定
の
型
、
語
り
口
調
を
も
た
な
い
」
こ
と

は
、
一
つ
の
事
実
で
あ
る
。
以
下
、
話
型
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
考
察
を
進

二
六

め
よ
う
と
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
　
　
一
、
民
話
か
ら
霊
異
記
へ

　
霊
異
記
中
巻
８
話
と
同
１
２
話
は
ま
っ
た
く
相
似
形
を
な
す
と
い
っ
て
も
よ
い

話
で
、
構
造
を
対
比
し
て
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

蹟
二
蟹
蝦
命
一
放
生
得
二
現
報
一
縁
（
中
巻
８
）

購
二
蟹
蝦
命
一
放
生
現
報
蟹
所
レ
助
縁

（
中
巻
１
２
）

＠酬砂＠ 　
…
置
染
臣
鯛
女
者
　
　
奈
良
京
富
尼
寺
上
座
尼
法
翻
之
女
也
　
　
道
心
純

熟
初
婬
不
犯
常
憩
採
レ
菜
一
日
不
レ
闘
奉
レ
供
二
侍
於
行
基
大
徳
一

の
入
ン
山
採
レ
菜
　
見
之
大
蛇
　
飲
二
乎
大
蝦
一
　
謎
二
大
蛇
一
日
　
是
蝦
免
レ

我
　
不
レ
免
猶
飲
　
亦
訣
之
日
　
我
作
二
汝
妻
一
故
　
幸
免
レ
吾
　
大
蛇
聞
之

高
捧
レ
頭
而
謄
二
女
面
一
吐
レ
蝦
而
放
　
女
　
期
レ
蛇
日
　
自
二
今
日
一
経
二
七

日
一
而
来

　
ゆ
然
到
二
期
日
一
閉
レ
屋
塞
レ
穴
　
竪
レ
身
居
レ
内
　
誠
如
レ
期
来
　
以
レ
尾

拍
レ
壁

　
○
Ｄ
女
恐
　
明
日
白
二
於
大
徳
一
大
徳
住
二
在
生
馬
山
寺
一
　
而
告
之
言

汝
不
レ
得
レ
免
　
唯
竪
受
レ
戒
　
乃
全
受
二
持
三
帰
五
戒
一
然
遺
来

　
働
遺
不
レ
知
老
人
　
以
二
犬
蟹
一
而
逢
　
間
之
　
誰
老
　
乞
　
蟹
免
レ
吾

老
答
　
我
摂
津
国
兎
原
郡
人
　
書
間
趣
麻
呂
　
年
七
十
八
　
而
元
二
子
息
一

＠
　
…
山
城
国
紀
伊
郡
部
内
　
有
二
女
人
一
　
姓
名
未
レ
詳
也
　
天
年
慈
心

蹟
信
二
因
果
一
受
二
持
五
戒
十
善
一
不
レ
殺
二
生
物
一
の
聖
武
天
皇
代

　
彼
里
牧
牛
村
童
　
山
川
蟹
取
レ
八
　
而
将
二
焼
食
一
是
女
見
之
勧
二
牧
牛
一

　
白
　
幸
願
此
蟹
免
レ
我
　
童
男
辞
不
レ
聴
日
　
猶
焼
轍
　
患
誹
乞
　
脱
レ
衣

　
而
買
　
童
男
等
乃
免
之
　
ゆ
勧
二
請
義
禅
師
一
　
令
二
叩
几
願
一
以
放
生

＠
　
↑
Ｄ
然
後
入
レ
山
見
之
　
大
蛇
飲
二
於
大
蝦
一
　
誹
二
犬
蛇
二
言
　
是
蝦
免
レ
我

　
賂
二
奉
多
幣
白
巾
一
蛇
不
二
聴
答
一
女
募
二
幣
鳥
一
而
薦
之
日
汝
為
レ
神
祀

　
幸
乞
免
レ
我
不
レ
聴
猶
飲
又
語
レ
蛇
言
替
二
此
蝦
一
以
吾
為
レ
妻
故
乞
免
レ

　
我
蛇
乃
聴
之
高
捧
二
頭
頸
一
以
謄
二
女
面
一
吐
レ
蝦
而
放
女
期
レ
轄
言

　
自
二
今
日
一
経
二
七
日
一
而
来

＠
　
働
然
白
二
父
母
一
　
具
陳
二
蛇
状
一
　
父
母
愁
言
　
汝
了
唯
一
子
　
何
証
託



活
レ
命
元
レ
便
　
往
二
於
難
準
　
偶
得
二
此
蟹
一
但
有
二
期
人
一
故
汝
不
レ
免

女
脱
レ
衣
蹟
猶
不
二
免
可
一
復
脱
レ
裳
蹟
老
乃
免
之
側
然
蟹
持
更

返
　
勧
二
請
大
徳
一
叩
几
願
而
放
　
大
徳
歎
言
　
貴
哉
善
哉

　
ｍ
彼
八
日
之
夜
　
又
其
蛇
来
　
登
二
於
屋
頂
一
　
抜
レ
草
而
入
　
女
恢
懐

焉
　
唯
床
前
有
二
跳
爆
之
音
一
“
り
明
日
見
之
　
有
二
一
大
蟹
一
而
彼
大
蛇

条
然
段
切

　
側
乃
知
蹟
放
蟹
報
レ
恩
夷
　
粁
受
レ
戒
之
力
也
　
欲
レ
知
二
虚
実
一
間
二

干
者
老
姓
多
遂
元
　
定
委
　
奮
是
聖
化
也
　
斯
奇
異
之
事
也

つ
ま
り
、
＠
蛇
に
飲
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
蛙
の
功
命
を
、
あ
る
女
人
が
蛇
の

妻
と
な
る
約
束
で
乞
う
。
＠
女
人
が
あ
る
人
の
持
っ
（
殺
さ
れ
る
運
命
に
あ

る
）
蟹
を
譲
り
う
け
、
法
師
を
勧
請
し
珊
願
し
て
放
生
す
る
。
◎
約
束
ど
お
り

や
っ
て
き
た
蛇
は
蟹
に
噛
み
切
ら
れ
、
女
人
は
助
か
る
。
＠
結
び
、
と
い
う
骨

格
で
あ
る
。
話
は
ゆ
・
＠
（
一
ゆ
）
・
◎
の
三
つ
の
主
要
話
根
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
お
り
、
＠
（
＠
）
を
契
機
と
し
て
＠
↓
◎
と
展
開
す
る
関
係
で
あ
る
。
二

話
に
共
通
す
る
話
型
を
こ
こ
に
取
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
説
話
の
性
格
を
探
る
た
め
に
、
も
う
少
し
構
造
の
細
部
と
素
材
と
に
た
ち
入

っ
て
み
よ
う
。
い
ま
、
＠
↓
◎
へ
の
展
開
の
契
機
は
＠
（
＠
）
で
あ
る
と
旨
摘

　
　
　
　
　
霊
異
記
説
語
の
性
格

故
　
作
二
不
レ
能
語
一
　
時
行
基
大
徳
有
二
紀
伊
郡
深
長
寺
一
往
白
二
事
状
一

大
徳
聞
日
　
鳴
坪
難
レ
量
之
語
　
唯
能
信
二
三
宝
一
耳
　
奉
レ
教
帰
レ
家

◎
　
何
当
二
期
日
之
夜
一
閉
レ
屋
竪
レ
身
　
種
々
発
願
以
信
二
三
宝
一
蛇
続
レ

　
屋
碗
転
腹
行
　
以
レ
尾
打
レ
壁
　
登
二
於
屋
頂
一
咋
レ
草
抜
開
落
二
於
女
前
一

　
難
レ
然
蛇
　
不
レ
就
二
女
身
一
唯
有
二
爆
音
一
　
如
二
跳
鰭
轟
一
〇
〇
明
日
見
之

　
犬
蟹
八
集
　
彼
蛇
条
然
欄
段
切
之

◎
　
“
り
乃
知
　
蹟
放
蟹
報
レ
恩
夷
　
元
レ
悟
之
虫
　
猶
受
レ
恩
返
二
報
恩
一
　
豊

　
人
応
レ
忘
レ
恩
歎
　
自
レ
此
已
後
　
山
背
国
　
貴
二
乎
山
川
大
蟹
一
為
レ
善
放

　
生
也

し
た
が
、
実
は
そ
の
役
割
は
＠
を
除
く
ゆ
部
だ
け
で
も
充
分
に
果
た
せ
る
は
ず

で
あ
る
。
話
の
展
開
は
ゆ
＠
◎
で
完
全
に
な
し
と
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
と
い
う
こ
と
は
、
＠
部
の
行
基
大
徳
に
関
す
る
叙
述
こ
そ
が
話
の
主
張
点

で
あ
る
こ
と
を
逆
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
行
基
の
役
割
は
二
話
で
は
微

妙
に
違
っ
て
い
る
。
中
８
で
の
行
基
は
、
女
人
を
蟹
を
持
つ
老
人
に
会
わ
し

め
、
か
つ
兇
願
放
生
し
て
蟹
の
女
人
に
た
い
す
る
報
恩
を
裏
側
か
ら
支
え
て
い

る
が
、
中
１
２
で
は
、
す
で
に
四
で
撃
疋
ら
れ
た
報
恩
の
条
件
を
総
仕
上
げ
す
る

位
置
に
あ
る
。
中
８
で
は
行
基
（
ゆ
）
が
一
身
に
握
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
話

の
転
回
点
（
＠
に
ま
つ
わ
る
要
素
）
が
、
中
１
２
で
は
行
基
か
ら
独
立
し
、
冗
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
　
　
　
霊
異
記
説
語
の
性
格

放
生
す
る
の
も
「
義
禅
師
」
（
普
通
名
詞
と
も
と
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も

行
基
で
は
な
い
）
の
役
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
決
定
的
役
割
を
荷
う

行
基
の
描
か
れ
方
が
他
の
要
素
に
比
べ
て
流
動
的
で
あ
る
こ
と
は
、
＠
部
が
新

し
い
付
加
部
分
で
あ
る
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
関
し
て
二
話
を
比
べ
る
と
、
中
８
で
は
＠
（
中
１
２
で
は
◎
の
側
が
対

応
）
が
孤
立
し
て
い
る
の
に
気
づ
く
。
話
の
展
開
か
ら
す
れ
ば
、
女
が
「
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ぎ

を
経
て
来
よ
」
と
言
い
、
そ
の
「
期
り
し
日
に
到
り
」
蛇
が
通
っ
て
き
た
の
で

　
　
　
　
　
、
　
　
、

あ
る
か
ら
、
事
件
は
そ
の
時
点
で
起
こ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
蛇
は
「
尾
を
以
て
壁
を
拍
っ
」
と
述
べ
ら
れ
る
の
み
で
、
結
果
に
っ
い
て

は
語
ら
れ
な
い
。
い
う
な
ら
ば
中
８
に
お
け
る
＠
は
、
中
１
２
と
の
比
較
に
よ
り

明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
来
◎
の
ｍ
の
前
に
あ
る
べ
き
要
素
な
の
で
あ
る
。
中
１
２

の
原
文
「
↑
り
当
二
期
日
之
夜
一
閉
レ
屋
竪
レ
身
…
－
・
蛇
続
レ
屋
腕
転
腹
行
以
レ
尾

打
レ
壁
　
同
登
二
於
屋
頂
一
咋
レ
草
抜
開
落
二
於
女
前
一
雄
レ
然
蛇
不
レ
就
二

女
身
一
唯
有
二
爆
音
一
如
二
跳
鱈
蟹
一
」
（
◎
の
ゆ
）
は
、
中
８
で
は
、
…
「
然

到
二
期
日
一
閉
ン
屋
塞
レ
穴
竪
レ
身
居
レ
内
誠
如
レ
期
来
以
レ
尾
拍
レ
壁
」
（
＠
）
、

同
「
（
又
其
蛇
来
）
登
二
於
屋
頂
一
抜
レ
草
而
入
　
女
棟
傑
焉
　
唯
床
前
有
二
跳

爆
之
音
一
」
（
◎
の
○
つ
）
と
対
応
し
て
い
て
、
景
戒
の
文
体
の
上
に
も
そ
れ
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
っ
ま
り
中
８
の
構
造
は
、
本
来
＠
１
＠
１
◎
の
順
序

で
あ
る
べ
き
も
の
が
、
＠
１
＠
を
挿
入
す
る
た
め
に
前
後
が
切
断
さ
れ
た
こ
と

を
露
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

　
こ
れ
に
対
し
て
中
１
２
は
、
＠
を
は
じ
め
に
置
き
＠
◎
を
接
合
し
た
た
め
に
筋

の
運
び
は
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
。
し
か
し
全
体
の
構
成
要
素
は
全
く
同
じ
で
あ
っ

て
、
こ
の
場
合
は
、
同
じ
役
割
を
持
っ
は
ず
の
＠
と
＠
と
が
前
後
に
分
断
さ
れ

た
結
果
、
＠
部
の
説
話
展
開
上
の
機
能
の
重
複
性
が
中
８
よ
り
も
き
わ
だ
っ
て

い
る
。
危
難
解
決
の
因
が
、
蟹
を
蹟
う
↓
禅
師
を
請
け
冗
願
放
生
↓
行
基
の
戒

を
受
け
る
（
さ
ら
に
当
夜
に
も
種
々
発
願
し
三
宝
を
信
く
）
、
と
二
重
三
重
に

述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
景
戒
が
中
８
の
結
び
で
「
蟹
の
恩
を
報
ず
る
な
り
。

合
せ
て
戒
を
受
く
る
力
な
る
を
。
」
と
二
分
し
た
解
釈
を
下
さ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
要
素
を
、
や
は
り
そ
の
ま
ま
持
ち
こ
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
行
基
の
登
場
に
関
す
る
部
分
（
中
８
の
＠
及

び
＠
の
側
、
中
１
２
の
＠
。
中
１
２
の
＠
の
四
も
こ
れ
に
準
じ
て
考
え
う
る
。
）
は

本
来
の
モ
チ
ー
フ
に
は
な
か
っ
た
付
加
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
＠
＠
◎
の
モ
チ
ー

フ
の
連
関
の
し
か
た
に
も
微
妙
な
違
い
の
あ
る
こ
と
、
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
も
そ
も
、
＠
＠
◎
の
モ
チ
ー
フ
は
き
わ
め
て
民
話
的
で
あ
っ
て
、
こ
の
話
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

さ
か
の
ぼ
る
と
民
話
を
素
材
に
し
て
成
立
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
日

知
ら
れ
る
こ
の
系
統
の
民
話
が
、
史
的
に
ど
れ
ほ
ど
変
化
し
て
い
る
の
か
が
一

つ
の
問
題
で
は
あ
る
が
、
次
に
民
話
と
の
比
較
を
試
み
て
み
た
い
。
参
考
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

る
の
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。
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↓
－
　
　
■
－
■

父
（
母
）
が
、
田
に
水
を
引
い

翌
日
（
気
づ
く
と
）
田
に
水
が

三
人
い
る
う
ち
の
末
娘
が
承

持
っ
て
い
っ
た
も
の
で
、
蛇
を

↑
ｏ
　
蛇
費
入
水
乞
型

て
く
れ
た
者
に
娘
を
や
る
と
い

か
か
っ
て
い
る
。

諾
。
針
・
瓢
箪
な
ど
を
持
っ
て

殺
す
。

う
。

い
く
。

父
（
母
）
が
、
蛇
に
飲
ま
れ
よ

三
人
い
る
う
ち
の
末
娘
が
承

蛙
（
蟹
）
が
あ
ら
わ
れ
て
、
娘

同
蛙
　
報
　
恩

う
と
し
て
い
る
蛙
（
蟹
）
を
、

諾
。
家
（
小
屋
）
に
い
る
と
蛇

を
助
け
る
。
（
姥
皮
型
と
の
緒

娘
を
や
る
約
束
で
助
け
る
。

が
通
っ
て
く
る
。

合
）

娘
が
蟹
に
飯
を
与
え
て
養
う

娘
が
蛇
（
男
）
に
害
さ
れ
よ
う

蟹
が
あ
ら
わ
れ
て
助
け
る
。

い
蟹
　
報
　
恩

（
殺
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の

と
す
る
。

を
助
け
る
）
。

　
関
敬
吾
氏
に
よ
れ
ば
、
右
の
三
っ
は
部
分
に
お
い
て
交
渉
し
あ
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
民
話
は
、
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
一
定
の
型
を
固
持
し
大
切
な
要

素
は
容
易
に
変
る
こ
と
は
な
い
し
、
ま
た
、
二
つ
以
上
の
話
が
結
合
す
る
場
合

で
も
、
全
く
異
質
の
話
を
構
成
す
る
の
で
な
く
話
の
主
要
な
モ
チ
ー
フ
は
留
め

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
と
の
対
比
に
よ
っ
て
霊
異
記
の
話
の
独

自
性
は
窺
い
知
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
右
に
整
理
し
た
民
話
の
要
素
と
先
の
二
話

の
要
素
と
に
共
通
す
る
点
を
拾
う
と
、

　
同
娘
が
蟹
に
恩
を
ほ
ど
こ
す
（
ハ
の
山
）

　
旧
娘
が
蛇
に
害
さ
れ
よ
う
と
す
る
の
を
蟹
が
助
け
る
（
同
の
側
、
い
の
岬
）

　
い
親
が
娘
を
嫁
に
や
る
条
件
で
蛇
の
飲
も
う
と
す
る
蛙
を
助
け
る
（
同
の
…

　
　
　
　
　
　
霊
異
記
説
語
の
性
格

　
　
霊
異
記
で
は
娘
自
身
が
助
け
る
点
で
、
少
し
異
な
る
。
）

と
な
り
、
主
要
な
要
素
で
は
同
・
い
の
型
と
の
共
通
性
が
一
応
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
¢

山
根
賢
吉
氏
は
中
８
の
前
半
に
蛙
報
鳳
課
の
痕
跡
を
見
、
後
半
は
蟹
報
恩
課
の

形
式
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
が
、
蛙
報
恩
課
は
民
話
自
体
の
展
開
と
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

新
し
く
、
も
と
は
異
類
婚
姻
課
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
と
言
わ
れ
る
。
と
す

れ
ば
蛇
と
女
の
通
婚
は
き
わ
め
て
古
い
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
か
ら
、
当
該
説
話

は
、
蟹
報
恩
の
モ
チ
ー
フ
を
中
心
に
据
え
異
類
婚
姻
（
蛇
鐸
入
）
の
モ
チ
ー
フ
を

結
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
た
も
の
、
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
右
の
事
実
は
、
こ
れ
ら
が
単
に
民
話
的
モ
チ
ー
フ
の
借
用
に
よ
っ

て
の
み
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
素
材
と
し
て
は
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
　
　
　
霊
異
記
説
語
の
性
格

話
的
モ
チ
ー
フ
を
用
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
独
自
の
モ
チ
ー
フ
（
仏
教
的
報
恩
）

に
作
り
変
え
、
女
人
と
行
基
と
を
軸
と
す
る
新
た
な
話
型
を
創
り
あ
げ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
れ
は
民
話
と
は
違
っ
て
人
物
・
場
所
・
時
日
な

ど
の
具
体
性
（
事
実
性
）
に
結
ぴ
つ
き
な
が
ら
展
開
す
る
側
面
を
持
っ
て
い

る
。
前
者
に
っ
い
て
い
え
ば
、
話
を
用
い
て
民
衆
を
教
化
す
る
に
際
し
て
彼
ら

に
親
し
い
素
材
や
形
式
を
踏
ま
え
て
語
っ
た
こ
と
、
ま
た
語
り
っ
が
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
一
種
の
話
型
が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
（
説
話
の
口
承
性
）
を
想
定

で
き
よ
う
。
後
者
に
っ
い
て
い
え
ば
、
話
が
基
本
的
要
素
に
お
い
て
整
備
さ
れ

っ
っ
も
、
半
面
、
種
々
の
要
素
が
事
実
性
と
結
び
っ
く
こ
と
に
よ
っ
て
語
り
口

（
描
写
）
が
リ
ア
ル
に
な
っ
て
い
こ
う
と
す
る
説
話
の
性
格
を
示
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
、
話
型
と
い
う
き
わ
め
て
民
間
口
承
的
な
形
式
を
持
ち

つ
つ
も
、
民
話
と
は
質
の
違
う
性
格
を
創
り
あ
げ
た
こ
の
話
の
実
質
が
あ
る
。

　
具
体
的
に
述
べ
る
と
、
ま
ず
事
件
の
展
開
の
方
法
で
あ
る
。
民
話
的
方
法
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

は
事
件
な
い
し
モ
チ
ー
フ
は
独
立
し
あ
い
な
が
ら
結
合
し
て
い
る
、
と
言
わ
れ

る
。
例
え
ば
右
の
話
の
素
材
で
あ
る
民
話
的
モ
チ
ー
フ
に
即
し
て
い
う
と
、
＠

．
＠
の
モ
チ
ー
フ
は
独
立
に
展
開
し
、
そ
の
二
つ
が
偶
然
的
に
結
ぴ
っ
い
て
◎

に
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
な
関
係
で
、
各
モ
チ
ー
フ
の
連
関
を
支
え
て
い
る
の

　
、
　
　
、
　
　
、

は
偶
然
性
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
霊
異
記
で
は
、
女
人
の
行
基
な
い
し
仏
教
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

帰
依
と
功
徳
（
単
に
蟹
を
功
命
す
る
の
で
な
く
「
兄
願
放
生
」
す
る
）
と
に
よ

っ
て
、
＠
．
＠
の
モ
チ
ー
フ
を
貫
く
必
然
性
が
強
調
さ
れ
る
。
霊
異
記
の
話
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

展
開
で
は
、
民
話
の
偶
然
性
に
か
わ
っ
て
仏
教
倫
理
に
よ
る
必
然
性
が
用
意
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
拘
っ
て
、
次
に
人
物
の
造
型
で
あ
る
。
主
人
公

の
仏
心
篤
き
女
人
は
出
自
や
内
面
性
を
付
与
さ
れ
て
い
、
民
話
の
主
人
公
の
登

場
の
し
か
た
と
は
質
的
に
異
な
る
し
、
蟹
を
持
つ
老
人
・
牧
童
に
つ
い
て
も
、

描
写
は
リ
ア
ル
で
あ
る
。
行
基
も
、
出
自
・
性
格
に
つ
い
て
こ
そ
詳
し
く
述
べ

ら
れ
な
い
が
（
理
由
は
後
述
の
よ
う
に
他
に
求
め
う
る
）
、
言
動
に
つ
い
て
は

内
面
性
に
ふ
れ
な
が
ら
語
ら
れ
る
。
こ
の
話
の
場
合
ま
だ
限
界
は
あ
る
も
の

の
、
つ
ま
り
は
話
が
人
物
、
場
所
・
時
日
な
と
の
具
体
性
と
結
ぴ
つ
く
こ
と

は
、
内
面
的
・
現
実
的
性
格
を
帯
び
る
こ
と
と
表
裏
を
な
す
の
で
あ
る
。
民
話

の
特
徴
と
し
て
の
平
面
性
（
人
物
の
内
的
世
界
が
暗
示
さ
れ
な
い
）
に
っ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

も
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
点
で
も
霊
異
記
の
右
の
説
話
は
、
民

話
の
世
界
を
脱
却
す
る
方
向
へ
む
か
っ
て
い
る
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
現
実
性
と
結
び
展
開
す
る
の
が
説
話
の
性
格
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
き

た
っ
た
の
で
あ
る
が
、
中
８
と
中
１
２
の
場
合
、
場
所
・
人
物
・
構
造
上
の
若
干

の
相
違
、
中
１
２
の
方
が
仏
教
説
話
と
し
て
よ
り
整
え
ら
れ
て
い
る
な
ど
の
点
は

あ
る
に
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
同
話
と
言
っ
て
い
い
。
そ
の
理
由
の
一
半
は
、
話

型
が
整
備
さ
れ
す
ぎ
て
発
展
性
が
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
ろ
う
が
、
よ
り
重
要
な

こ
と
は
、
そ
の
根
底
を
な
す
話
の
語
ら
れ
た
場
と
管
理
者
の
問
題
で
は
な
か
ろ

う
か
。
こ
の
話
は
、
行
基
集
団
の
大
和
や
山
域
に
お
け
る
社
会
的
布
教
活
動
を

背
景
と
し
て
語
ら
れ
、
管
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
行
基
の
活
躍
に
っ
い
て



は
「
続
紀
」
や
「
行
基
年
譜
」
を
は
じ
め
霊
異
記
の
他
の
説
話
（
中
２
９
話
．
中

３
０
話
な
ど
）
に
も
そ
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
が
、
何
よ
り
も
、
こ
の
話
が
行
基

を
主
要
な
位
置
に
据
え
な
が
ら
、
行
基
そ
の
人
の
出
自
や
性
格
に
っ
い
て
何
も

語
っ
て
い
な
い
こ
と
が
、
話
の
場
と
管
理
者
と
を
想
定
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
行

基
が
い
か
な
る
人
で
あ
る
か
は
自
明
の
前
提
と
す
る
態
度
で
あ
り
、
こ
の
話
は

彼
に
つ
い
て
知
悉
し
彼
を
信
奉
す
る
人
た
ち
の
中
で
語
り
伝
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
う
考
え
て
く
る
と
、
女
人
の
造
型
も
行
基

集
団
の
活
動
の
あ
り
方
と
深
く
拘
り
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
続
紀
養
老
六

年
の
記
事
な
ど
に
基
き
、
行
基
と
そ
の
集
団
の
活
動
の
な
か
に
多
く
の
女
性
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

加
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
重
視
さ
れ
た
の
は
北
山
茂
夫
氏
で
あ
っ
た
が
、
霊
異
記

の
行
基
関
係
説
話
に
も
女
性
の
登
場
す
る
話
が
多
い
。

　
と
も
か
く
、
右
の
二
話
が
説
話
へ
の
志
向
を
示
し
な
が
ら
ま
だ
充
分
展
開
し

て
い
な
い
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
語
ら
れ
た
場
の
単
一
性
と
、
そ
れ
ゆ
え
に
話

型
が
整
備
、
固
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。　

　
　
　
二
、
外
来
説
話
か
ら
霊
異
記
へ

　
霊
異
記
に
は
外
来
説
話
の
影
響
に
よ
っ
て
な
る
話
が
多
い
。
化
牛
償
債
課
と

も
名
づ
く
べ
き
グ
ル
ー
プ
も
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
の
上
巻
１
０
話
と
中
巻

１
５
話
の
類
型
に
つ
い
て
、
同
様
の
視
点
か
ら
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
霊
異
記
説
語
の
性
格

　
こ
れ
ら
は
話
の
進
め
方
に
い
た
る
ま
で
同
想
で
あ
る
が
、
両
者
に
共
通
す
る

骨
格
は
、

＠
　
あ
る
家
主
（
願
主
）
が
仏
事
を
営
む
た
め
に
、
使
に
法
師
を
求
め
さ
せ

　
　
る
。

　
＠
　
請
わ
れ
た
僧
な
い
し
乞
者
は
愚
劣
な
面
を
持
っ
て
い
る
。

　
◎
　
そ
の
晩
、
牛
身
と
化
し
て
生
前
の
債
を
償
っ
て
い
る
家
主
の
親
（
父
・

　
　
母
）
が
、
僧
に
因
果
の
理
を
明
か
す
。

　
◎
　
翌
日
、
僧
は
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
（
牛
の
語
っ
た
通
り
虚
実
が
明
ら

　
　
か
に
な
る
）
。

　
＠
家
主
は
親
の
債
を
免
じ
、
牛
は
命
果
て
る
。

　
＠
　
結
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

と
な
る
。
こ
の
話
の
話
型
に
っ
い
て
は
、
す
で
に
稲
田
浩
二
氏
の
指
摘
が
あ

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
中
心
に
据
え
ら
れ
た
人
物
の
輪
廻
課
（
◎
）
を
包
ん

で
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
僧
（
＠
、
＠
）
、
さ
ら
に
僧
に
そ
の
大
役
を
与
え

る
願
主
（
＠
）
と
い
う
ふ
う
に
、
三
環
を
な
す
話
型
で
あ
る
。
さ
ら
に
氏
は
、

こ
れ
ら
が
話
型
を
作
り
あ
げ
る
に
至
っ
た
点
に
っ
い
て
、
「
な
じ
み
の
薄
い
輪

廻
観
を
我
国
在
来
の
口
承
的
世
界
に
お
い
て
受
け
と
め
た
形
」
で
あ
る
、
と
述

べ
て
お
ら
れ
る
。

　
こ
れ
も
ま
た
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
種
の
説
話
（
他
人

の
財
物
を
借
盗
用
し
返
済
せ
ず
し
て
死
に
、
牛
に
転
生
し
債
を
償
う
）
は
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



　
　
　
　
　
　
霊
異
記
説
語
の
性
格

陸
文
献
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
モ
チ
ー
フ
は
、
さ
か
の
ぼ
れ
ば
霊

異
記
に
も
引
用
す
る
成
実
論
（
中
３
２
・
下
２
６
）
、
出
曜
経
（
午
３
０
）
、
大
方
等
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

集
経
（
中
９
）
な
ど
の
経
論
に
源
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
沢
田
瑞
穂
氏
は
、

牛
身
の
み
な
ら
ず
広
く
畜
類
と
化
し
債
を
償
済
す
る
話
（
畜
類
償
債
課
）
の
中

国
に
お
け
る
展
開
を
跡
づ
け
て
、
こ
の
種
の
説
話
が
仏
典
の
因
縁
警
職
課
に
原

型
を
持
っ
こ
と
、
そ
れ
は
当
初
寺
院
の
常
住
物
や
質
庫
を
中
心
と
し
て
そ
の
私

用
盗
用
を
牽
制
す
る
た
め
の
教
訓
謹
と
し
て
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

を
教
示
さ
れ
た
。
わ
が
古
代
の
寺
院
経
済
活
動
と
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
唐

宋
寺
院
の
そ
れ
と
が
ど
の
よ
う
に
関
連
し
あ
っ
て
い
る
か
は
詳
か
で
な
い
が
、

霊
異
記
に
も
、
楢
磐
嶋
が
大
安
寺
の
修
多
羅
分
の
銭
を
借
り
て
越
前
敦
賀
ま
で

交
易
に
出
る
話
（
中
２
４
）
、
大
安
寺
の
沙
門
弁
宗
が
同
寺
の
大
修
多
羅
供
の
銭

を
受
け
用
い
た
話
（
下
３
）
、
紀
伊
国
薬
王
寺
で
薬
分
を
「
岡
田
の
村
主
の
姑

女
が
家
に
寄
せ
て
酒
を
作
り
て
利
を
息
す
」
話
（
中
３
２
）
な
ど
に
よ
れ
ば
、
こ

の
種
の
話
を
受
け
入
れ
る
基
盤
は
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

化
牛
償
債
課
を
話
の
目
的
に
よ
っ
て
分
け
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
↑
Ｏ
　
常
住
物
の
盗
用
を
い
ま
し
め
る
話
（
上
２
０
・
中
９
・
中
３
２
）

　
同
　
子
の
財
物
の
無
断
借
用
を
い
ま
し
め
る
話
（
上
１
０
・
中
１
５
）

　
い
　
非
分
に
償
る
こ
と
を
い
ま
し
め
る
話
（
下
２
６
）

↑
ｏ
、
同
の
話
の
目
的
の
相
違
は
、
そ
れ
ら
が
話
ら
れ
た
場
の
相
違
を
も
暗
示
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
（
い
は
こ
の
二
つ
と
は
性
格
を
異
に
し
、
さ
ら
に
後
次
の
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

開
で
あ
る
）
。
ま
ず
↑
り
の
あ
り
方
は
、
こ
の
種
の
話
が
わ
が
国
で
も
も
と
僧
伽

内
を
場
と
す
る
説
話
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
っ
、

中
巻
３
２
話
は
次
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
し

　
　
紀
伊
国
三
上
郡
の
薬
王
寺
の
塔
の
基
に
常
に
伏
す
持
主
の
屠
な
い
憤
が
あ

　
　
　
　
　
た
り
は
ひ

　
り
、
寺
の
産
業
に
駈
使
さ
れ
て
い
た
。
経
る
こ
と
五
年
、
檀
主
岡
田
村
主
石

　
人
の
夢
に
横
が
現
わ
れ
、
自
分
は
寺
の
薬
分
の
酒
を
貸
り
て
償
わ
ず
に
牛
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
わ
れ
び

　
転
生
し
た
物
部
麻
呂
で
あ
る
と
語
り
慰
を
求
め
る
。
虚
実
を
知
っ
た
僧
や
檀

　
越
た
ち
は
、
為
に
諦
経
を
修
す
る
。

こ
の
話
で
は
檀
主
岡
田
石
人
な
る
人
物
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
夢
に

事
実
を
う
ち
明
け
ら
れ
る
の
が
石
人
で
あ
り
、
事
の
真
偽
を
確
か
め
る
証
人

　
　
い
ら
し
も
の

（
寺
の
息
物
の
酒
を
造
っ
て
い
る
家
の
主
）
は
石
人
の
妹
で
あ
り
、
ま
た
因
果

を
知
っ
た
知
寺
の
僧
と
石
人
ら
は
追
福
の
供
養
を
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ

の
話
の
構
成
に
は
石
人
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

っ
て
、
恐
ら
く
こ
れ
は
、
薬
王
寺
の
檀
主
な
い
し
僧
た
ち
に
よ
っ
て
、
寺
の
息

物
の
返
済
を
勧
め
る
目
的
の
も
と
に
、
周
囲
の
村
人
た
ち
に
語
ら
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
中
巻
９
話
は
こ
う
で
あ
る
。

　
　
武
蔵
国
多
麻
郡
の
大
領
犬
伴
赤
麻
呂
が
、
天
平
勝
宝
元
年
十
二
月
十
九
日

　
に
死
し
、
翌
二
年
五
月
七
日
に
黒
斑
の
仔
牛
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
体
に
碑

　
文
を
負
う
て
い
た
。
日
く
、
自
分
の
造
っ
た
寺
の
財
を
窓
意
に
用
い
て
返
済



　
し
な
い
が
ゆ
え
に
、
牛
身
を
受
け
て
償
わ
ん
と
す
と
。
こ
れ
を
見
た
春
族
と

　
同
僚
は
悦
ぢ
恐
れ
て
、
教
訓
と
し
て
こ
れ
を
録
し
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る

　
の
で
あ
る
云
々
。

こ
れ
は
景
戒
以
前
に
す
で
に
記
録
化
さ
れ
て
い
た
一
っ
の
事
件
で
あ
っ
た
。
景

戒
は
そ
の
資
料
に
基
づ
き
こ
の
話
を
記
し
、
こ
れ
に
続
く
後
半
で
は
、
寺
物
盗

用
の
禁
と
そ
の
罪
の
重
さ
に
つ
い
て
長
々
と
説
き
善
行
を
勧
め
る
。
景
戒
の
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

度
は
、
奇
事
の
報
告
記
録
で
あ
る
資
料
に
忠
実
に
そ
れ
を
採
録
し
、
記
録
と
い

、
　
　
、
　
　
、

う
事
実
を
強
調
す
る
こ
と
で
因
果
の
理
の
真
実
を
訴
え
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
場
合
の
記
録
さ
れ
た
部
分
と
い
う
の
も
、
実
は
中
国
に
広
く
流
布
し

て
い
た
因
縁
誤
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
前
掲
沢
田
氏
の
論
文
に
依
り
な
が
ら
整

理
す
る
と

　
　
僧
（
あ
る
い
は
男
）
が
寺
物
（
他
人
の
物
）
を
借
用
し
て
償
は
ず
に
死

　
ぬ
。
寺
の
（
相
手
の
）
牛
（
畜
類
）
が
子
を
生
む
と
姓
名
（
文
）
を
負
う
て

　
い
る
の
で
、
因
果
の
次
第
が
明
ら
か
と
な
る
。

と
い
う
類
型
が
抽
出
で
き
る
。
中
１
９
の
赤
麻
呂
の
建
立
し
た
某
寺
の
関
係
者

（
僧
で
あ
ろ
う
）
に
よ
っ
て
恐
ら
く
作
り
あ
げ
ら
れ
た
「
事
件
」
は
、
右
の
よ

う
な
モ
チ
ー
フ
を
借
り
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
目
的
は
勿
論
、
自
分
の
創
建
し

た
寺
の
財
物
で
さ
え
も
私
す
れ
ば
罪
に
な
る
と
い
う
、
寺
物
盗
用
の
禁
を
説
く

教
訓
で
あ
り
、
こ
の
場
合
も
寺
院
経
済
の
擁
護
の
た
め
に
僧
伽
内
か
ら
説
か
れ

た
話
で
あ
っ
た
と
認
め
う
る
。
説
話
構
成
の
背
景
と
い
う
点
で
は
、
次
の
上
巻

　
　
　
　
　
　
霊
異
記
説
語
の
性
格

２
０
話
も
こ
れ
と
同
様
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
延
興
寺
の
沙
門
恵
勝
は
、
平
生
の
時
湯
を
涌
か
す
分
の
薪
を
他
に
与
え
て

　
　
　
　
　
め
う
じ

　
死
ぬ
。
寺
の
特
が
仔
を
生
み
、
仔
牛
は
長
じ
て
薪
を
運
ぶ
車
を
引
く
た
め
に

　
使
役
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
る
時
知
ら
ぬ
僧
が
寺
門
に
来
て
、
仔
牛
が
他
な
ら

　
ぬ
恵
勝
の
転
生
後
の
姿
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
め
る
。
僧
は
実
は
観
音
の
化
身

　
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

こ
の
話
も
中
国
説
話
と
の
影
響
関
係
を
見
う
る
も
の
で
あ
る
が
、
延
興
寺
の
恵

勝
な
る
人
物
を
主
人
公
と
し
て
輪
廻
課
を
語
る
右
の
話
の
基
盤
に
は
、
や
は
り

僧
が
寺
物
を
次
心
用
す
る
よ
う
な
具
体
的
な
事
実
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た

か
。
先
の
中
１
９
で
は
、
檀
越
が
次
心
用
し
、
そ
れ
に
対
す
る
僧
た
ち
の
反
掻
関
係

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
が
、
上
２
０
の
場
合
も
そ
れ
に
類
す
る
関
係
を
想

定
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
以
上
、
↑
ｏ
の
グ
ル
ー
プ
に
っ
い
て
瞥
見
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
中
国
説
話

の
モ
チ
ー
フ
を
受
け
入
れ
て
成
っ
た
化
牛
償
債
謹
の
本
来
的
な
あ
り
方
は
、
よ

り
僧
伽
内
を
基
盤
と
し
寺
院
経
済
の
擁
護
の
目
的
で
語
ら
れ
た
も
の
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
て
同
に
分
類
し
た
上
１
０
と
中
１
５
の
場
合
は
、
子
の
財
物
を
無

断
借
用
し
た
結
果
の
悪
報
を
説
く
話
の
目
的
、
願
主
と
路
行
僧
を
軸
と
し
て
組

み
立
て
ら
れ
る
話
の
構
造
、
奇
事
を
奇
事
と
し
て
語
る
の
で
な
く
一
っ
の
話
型

の
な
か
で
語
る
方
法
、
な
ど
の
点
で
、
…
と
異
な
る
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
二



　
　
　
　
　
　
霊
異
記
説
語
の
性
格

こ
の
違
い
は
、
裁
然
と
は
区
別
で
き
な
い
に
し
て
も
、
語
ら
れ
た
場
の
違
い
を

示
し
て
い
る
と
言
い
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
た
と
え
ば
、
路
行
の
僧
と
願
主
の
造
型
を
考
え
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
先
の
グ

ル
ー
プ
に
お
け
る
女
人
と
行
基
の
造
型
と
同
じ
く
、
説
話
の
構
成
の
中
核
を
な

す
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
説
話
の
主
張
点
の
構
造
化
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
ま
ず
路
行
僧
の
描
か
れ
方
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
持
つ
に
も
か
か

わ
ら
ず
低
劣
で
戯
画
化
さ
え
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
造
型
に
は
、
道
行
く
旅
人
を

神
と
見
な
す
伝
統
的
民
問
信
仰
や
昔
話
の
主
人
公
の
性
格
な
ど
が
重
な
り
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
＠

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
直
接
的
に
は
、
何
よ
り
も
霊
異
記
が
力
を
こ
め
て
語

る
修
行
の
沙
弥
、
自
度
の
沙
弥
の
主
張
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
方
法
と
し
て

の
因
果
の
理
を
顕
わ
す
僧
の
造
型
は
上
２
０
の
系
統
に
属
す
る
の
で
あ
る
が
、
上

２
０
で
は
僧
は
観
音
の
化
身
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
路
行
僧
の
造
型
と
主
張
の
背

景
に
は
、
観
音
な
い
し
菩
薩
信
仰
を
主
と
す
る
隠
身
の
聖
の
主
張
が
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
観
音
の
化
身
と
し
て
の
僧
と
路
行
乞
食
僧
の
描
き
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

の
違
い
は
、
二
つ
の
説
話
の
内
的
展
開
の
必
然
（
僧
の
悪
報
を
顕
わ
す
↓
観

　
　
、
　
　
、

音
。
俗
人
の
悪
報
を
顕
わ
す
↓
路
行
僧
）
で
あ
る
と
同
時
に
、
説
話
の
管
理
、

伝
承
さ
れ
る
場
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
と
見
ざ
る
を
得
な
い
。
っ
い

で
願
主
（
檀
越
－
上
１
０
、
檀
主
－
中
１
５
、
と
も
書
か
れ
る
）
の
造
型
を
見
る

と
、
彼
ら
は
「
椋
家
長
の
公
」
（
上
１
０
）
と
呼
ば
れ
、
「
大
き
に
富
み
財
に
饒

な
」
（
中
１
５
）
る
階
層
で
、
霊
異
記
に
よ
く
登
場
す
る
地
方
豪
族
層
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

彼
ら
は
、
官
大
寺
以
外
の
民
間
修
行
者
た
ち
の
活
動
の
被
護
・
支
持
者
層
と
見

　
　
　
＠

な
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
願
主
－
路
行
僧
の
造
型
は
、
そ
の
ま
ま
民
間
の
修
行

者
（
沙
弥
）
た
ち
の
布
教
活
動
の
あ
り
方
と
も
考
え
う
る
の
で
あ
る
。
奄
美
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

天
人
女
房
の
民
話
が
売
女
に
よ
っ
て
管
理
伝
承
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
話
が
地

方
を
布
教
し
歩
く
沙
弥
た
ち
に
よ
っ
て
土
地
土
地
の
願
主
層
を
抱
き
こ
み
つ
つ

伝
承
流
布
さ
れ
た
こ
と
は
、
充
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら

の
話
は
、
↑
り
に
比
べ
て
よ
り
民
間
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
話
の
管
理
伝

承
の
あ
り
方
に
も
、
先
の
グ
ル
ー
プ
と
ほ
ぼ
似
か
よ
っ
た
関
係
を
見
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
も
や
は
り
類
縁
関
係
を
指
摘
さ
れ
る
冥
報
記
の
説
話
（
下

巻
１
３
・
同
１
５
・
同
２
２
）
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
話
の
主
要
モ
チ
ー
フ
（
僧

形
の
者
が
因
果
を
顕
わ
す
）
は
上
巻
２
０
話
の
系
列
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
と
冥
報
記
の
系
列
と
を
あ
わ
せ
た
と
こ
ろ
に
右
の
話
型
は
成
立
し
て
い
る
と

見
ら
れ
る
。
一
応
、
素
材
と
し
て
の
冥
報
記
の
各
話
と
霊
異
記
の
話
と
の
相
違

を
整
理
し
て
み
る
。
冥
報
記
で
は

ｍ
　
因
果
の
理
が
判
明
す
る
の
は
節
な
い
し
共
同
飲
食
の
目
（
祖
霊
出
現
の

　
日
）
で
あ
る
。

四
　
畜
類
が
語
る
相
手
は
偶
然
の
客
な
い
し
親
族
で
あ
る
。

ゆ
畜
類
と
化
し
た
当
人
に
対
す
る
家
族
の
免
罪
、
追
福
は
明
示
さ
れ
な
い
。

↑
り
総
じ
て
、
畜
類
償
債
（
転
生
思
想
）
を
前
面
に
出
し
て
い
る
に
も
か
か
わ



　
ら
ず
、
そ
れ
は
志
怪
小
説
風
に
奇
事
が
強
調
さ
れ
る
だ
け
で
仏
教
的
倫
理
観

　
は
薄
い
。

お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
話
自
体
が
、
経
典
翻
案
的
内
容
を
脱
し
て
民
問
説
話
と
し

て
の
展
開
を
と
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
対
す
る
霊
異
記
は
、
…
仏
事
を
営
も

う
と
す
る
目
で
あ
り
、
の
偶
然
と
い
う
点
で
は
同
じ
意
味
あ
い
を
持
た
な
く
も

な
い
が
、
請
じ
ら
れ
た
僧
形
の
者
で
あ
り
、
固
牛
の
罪
を
免
じ
、
た
め
に
功
徳

を
修
す
と
述
べ
ら
れ
、
閉
総
じ
て
仏
教
倫
理
で
貫
か
れ
て
い
る
。
こ
の
違
い
は
、

前
述
の
民
問
口
承
的
話
型
を
創
り
あ
げ
て
い
る
点
と
共
に
、
外
来
説
話
を
索
材

と
し
な
が
ら
我
国
で
展
開
し
た
独
自
の
性
格
で
あ
る
と
認
め
う
る
。
仏
教
の
因

縁
謹
を
中
心
に
据
え
な
が
ら
願
主
－
路
行
僧
の
軸
で
構
成
し
、
か
つ
民
問
口
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

的
方
法
で
定
着
し
た
の
が
こ
の
説
話
で
あ
る
。
そ
し
て
、
素
材
と
方
法
と
い
う

点
で
は
、
民
話
的
報
恩
課
を
中
心
に
据
え
、
行
基
－
女
人
の
軸
で
構
成
し
た
先

の
グ
ル
ー
プ
と
、
ま
っ
た
く
同
じ
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
民
間
口
承
的
方
法
で
な
さ
れ
た
右
の
話
も
、
半
面
、
語
ら
れ
る

時
に
は
場
に
即
し
た
事
実
と
結
び
つ
き
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
話
の
性
格
は
微

妙
に
変
化
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
方
が
「
大
和
の
国
添
の
上
の
郡
山
村
の
里
」

の
「
椋
の
公
」
の
家
を
舞
台
に
父
の
因
縁
謹
を
語
り
、
他
方
が
「
伊
勢
の
国

山
田
の
郡
轍
代
の
里
」
の
「
高
橋
連
東
人
」
の
家
を
舞
台
に
母
の
因
縁
講
を
語

る
と
い
う
表
面
的
な
意
味
に
お
い
て
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
場
合
、
説
話
の
内

的
性
格
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
特
徴
的
な
違
い
は
、
第
一
に
、
上
１
０
で
は
家
主

　
　
　
　
　
　
霊
異
記
説
語
の
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

自
ら
が
「
十
二
月
に
当
り
て
方
広
経
に
依
り
て
先
の
罪
を
俄
い
む
と
思
ふ
」
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

会
の
場
で
あ
る
が
、
中
１
５
で
は
「
母
の
み
た
め
に
法
花
経
を
写
」
す
「
（
そ
の
）

戎
が
願
に
有
縁
の
師
を
請
け
て
済
度
せ
ら
れ
む
こ
と
を
欲
ふ
」
法
会
の
場
で
あ

る
。
っ
ま
り
、
上
１
０
で
は
父
の
追
善
は
特
に
意
識
さ
れ
な
い
の
に
、
中
１
５
で

は
、
法
会
は
母
の
因
果
を
顕
わ
す
契
機
（
善
因
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
次
に
、
僧
を
請
け
る
願
主
の
姿
勢
に
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
上
１
０
で

は
願
主
は
「
其
の
寺
を
択
ば
ず
遇
ふ
に
随
ひ
て
請
け
よ
」
と
使
に
命
ず
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

中
１
５
で
は
「
使
に
誠
め
て
日
は
く
、
第
一
に
値
ひ
た
る
を
我
が
縁
師
と
せ
む
。

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

修
法
の
状
あ
ら
ば
過
さ
ず
し
て
必
ず
請
け
よ
。
」
と
強
調
さ
れ
て
い
、
「
乞

者
」
を
請
け
る
こ
と
を
予
想
し
た
言
で
あ
る
。
第
三
に
、
上
１
０
の
講
じ
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
す
ま

路
行
僧
は
、
夜
半
に
被
を
盗
っ
て
逃
げ
よ
う
と
す
る
時
、
偶
然
牛
の
声
を
聞
き

告
白
を
聞
く
。
中
１
５
の
「
乞
者
」
も
、
「
般
若
陀
羅
尼
を
謂
持
し
食
を
乞
ひ
て

　
　
や
し
な

命
を
活
ふ
の
み
」
の
属
性
か
ら
し
て
当
然
す
き
を
見
て
逃
げ
る
こ
と
を
考
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
か

い
る
が
、
願
主
は
「
一
日
一
夜
家
の
内
に
隠
し
居
き
、
頓
に
法
服
を
作
り
て
施

し
奉
る
」
一
方
、
「
兼
ね
て
心
に
逃
れ
む
こ
と
を
知
り
、
人
を
副
へ
て
守
ら
し

む
。
」
そ
の
夜
の
夢
に
牛
が
現
わ
れ
て
因
果
を
語
る
。
中
１
５
で
は
、
告
白
へ
の

筋
道
と
場
も
ま
た
願
主
に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
い
う
な
ら
ば
、
上
１
０
の
説
話
展
開
の
方
法
は
、
願
主
（
自
己
の
俄
法
の
た
め

に
偶
然
遇
っ
た
僧
を
請
け
さ
せ
る
）
・
路
行
僧
（
低
劣
さ
の
ゆ
え
に
法
要
よ
り

も
被
を
奪
っ
て
逃
げ
よ
う
と
す
る
）
・
牛
身
の
父
（
た
ま
た
ま
宿
っ
た
出
家
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



　
　
　
　
　
　
霊
異
記
説
語
の
性
格

告
白
す
る
）
の
三
者
の
意
志
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
あ
い
な
が
ら
偶
然
的
に
結

合
し
て
ゆ
く
形
で
あ
る
。
対
す
る
中
１
５
で
は
、
第
一
点
↓
第
二
点
↓
第
三
点
と

願
主
に
よ
っ
て
条
件
が
撃
え
ら
れ
、
ま
た
、
乞
者
へ
の
執
幼
な
ほ
ど
の
確
信
が

大
団
円
を
招
来
す
る
。
牛
身
の
母
も
「
明
日
我
が
為
に
大
乗
を
説
か
む
と
す
る

師
な
る
が
故
に
、
貴
び
て
ね
も
こ
ろ
に
告
げ
知
ら
す
」
の
で
あ
り
、
こ
の
言
は

第
一
↓
第
三
の
展
開
を
ふ
ま
え
た
帰
結
で
あ
る
。
相
対
的
に
い
え
ば
、
上
１
０
の

孤
立
的
、
偶
然
的
な
こ
と
が
ら
の
展
開
に
対
し
て
、
中
１
５
は
統
一
的
、
必
然
的

な
展
開
に
傾
い
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
話
の
民
話
的
性
格

は
、
時
制
の
一
般
化
や
説
話
の
幸
福
な
完
結
性
な
ど
と
し
て
も
指
摘
さ
れ
て
い

ゆ
る
が
、
上
１
０
の
よ
う
な
事
件
の
進
め
方
ー
モ
チ
ー
フ
と
モ
チ
ー
フ
が
偶
然
的
に

結
合
し
っ
っ
結
論
へ
運
ぷ
方
法
ー
に
も
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

に
比
べ
る
と
中
１
５
は
、
内
実
に
お
い
て
よ
り
説
話
的
性
格
を
志
向
し
て
い
る
と

見
ら
れ
、
上
１
０
の
簡
潔
な
描
写
が
中
１
５
で
は
や
や
詳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と

も
、
こ
の
点
に
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
三
、
結
び
に
か
え
て

　
話
が
民
間
口
承
の
場
で
語
り
っ
が
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
種
民
話
的
な
話
型

を
整
え
る
こ
と
、
か
つ
、
そ
れ
は
語
ら
れ
る
場
の
条
件
や
具
体
性
と
結
び
っ
く

こ
と
に
よ
っ
て
種
々
に
属
開
し
内
実
を
変
え
て
ゆ
く
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
、

二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
民
話
性
と
説
話
性
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

両
々
合
わ
せ
持
っ
た
説
話
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
あ

る
い
は
民
話
、
あ
る
い
は
外
来
説
話
に
素
材
を
と
り
な
が
ら
、
全
く
同
様
の
方

法
に
よ
っ
て
い
る
事
実
は
、
こ
れ
が
霊
異
記
説
話
の
一
つ
の
有
カ
な
方
法
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
概
念
的
に
い
え
ば
、
民
語
に
お
け
る
語
り
の
様
式
は
、
そ
れ
が
語
り
手
と
聞

き
手
の
合
意
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
と
い
う
集
団
的
規
制
を
負
う
と
こ
ろ
に
発
し

て
い
る
。
話
型
は
そ
の
特
徴
の
一
っ
で
あ
り
、
霊
異
記
説
話
の
な
か
で
話
型
を

持
っ
も
の
が
、
上
述
の
よ
う
に
、
同
質
的
、
単
一
的
集
団
の
な
か
で
管
理
伝
承

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
の
点
に
よ
っ
て
納
得
で
き
る
の
で
あ
る
。
け

れ
ど
も
、
言
う
ま
で
も
な
く
霊
異
記
に
お
け
る
説
話
伝
承
の
あ
り
方
は
民
話
の

そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
行
基
の
宗
教
活
動
に
加
わ
っ

た
律
令
農
民
の
集
団
も
当
然
地
縁
的
血
縁
的
な
共
同
体
の
あ
り
よ
う
と
は
異
質

な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
そ
の
よ
う
な
対
象
へ
云
統
的
伍
値
観
を
打
破
し
個

人
的
意
識
の
強
い
倫
理
観
を
導
入
す
る
形
で
切
り
こ
ん
で
い
っ
た
の
が
布
教
活

動
で
あ
る
。
そ
し
て
説
話
は
、
か
か
る
意
識
の
変
革
を
目
的
と
し
て
荷
い
持
つ

と
こ
ろ
の
説
得
の
方
法
で
。
あ
っ
た
。
説
話
の
語
り
手
は
説
得
の
た
め
の
技
巧
を

こ
ら
し
て
聴
衆
に
語
り
か
け
て
い
く
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
民
話
と
は
異
な
る
語

り
の
原
理
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
上
に
示
し
た
二
っ
の
グ
ル
ー
プ
に

お
け
る
民
話
的
と
説
話
的
と
の
微
妙
な
性
格
の
交
錯
は
、
そ
の
辺
の
事
情
を
解

明
す
る
糸
口
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
前
二
者
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に



は
同
話
型
に
留
ま
っ
て
の
展
開
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
点
を
よ
り
明
確
に

す
る
に
は
、
同
じ
よ
う
に
話
型
を
持
ち
な
が
ら
、
一
方
に
対
し
て
他
方
が
よ
り

複
雑
に
発
展
し
た
例
（
た
と
え
ば
上
巻
１
２
話
と
中
巻
２
７
話
、
中
巻
１
４
話
と
中
巻

３
４
話
な
ど
）
に
よ
っ
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
上
１
２
の
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
は
枯
骨
報
恩
の
民
話
的
素
材
で
あ
り
、
そ
れ
が
大

歳
の
晩
を
背
景
と
し
て
構
成
さ
れ
る
な
ど
、
固
有
の
民
俗
的
信
仰
に
発
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
道
登
と
弟
子
万
侶
を
軸
と
し
て
素
材
を
仏
教
的
に
再
構
成
し
て

い
る
し
か
た
に
、
上
述
の
話
と
同
様
の
方
法
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ

が
、
同
話
型
を
有
す
る
中
２
７
は
、
非
常
に
複
雑
な
展
開
を
示
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
中
１
４
と
中
３
４
の
場
合
は
、
原
型
は
経
典
翻
案
的
な
発
想
で
あ
り
な
が

ら
、
成
長
を
遂
げ
一
つ
の
話
型
を
作
り
あ
げ
て
い
る
話
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
、
財
福
を
得
る
と
い
う
テ
ー
マ
に
民
間
口
承
の
テ
ー
マ
と
の
重
な
り
が
考
え

ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
中
１
４
に
比
し
て
中
３
４
は
質
的
な
ほ
ど
の
違
い

を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
違
い
を
ど
う
捉
え
る
か
に
よ
っ
て
、
霊
異
記
の
方

法
と
し
て
の
民
話
的
な
も
の
か
ら
説
話
的
な
も
の
へ
の
移
向
の
問
題
が
明
ら
か

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
た
い
。

（
註
）

¢
　
黒
沢
幸
三
「
霊
異
記
に
お
け
る
類
話
の
考
察
」

　
５
・
６
合
併
号
）

＠
　
稲
田
浩
二
「
日
本
霊
異
記
語
型
の
一
考
察
」

　
　
　
　
　
霊
異
記
説
語
の
性
格

（
「
同
志
社
国
文
学
」
第

（
「
親
和
女
子
犬
研
究
論

　
叢
」
第
－
号
）

　
稲
田
浩
二
「
日
本
霊
異
記
の
座
標
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
女
子
犬
国
文
」
第

　
５
４
号
）

＠
　
宮
本
常
一
「
伝
承
者
の
系
譜
」
（
「
文
学
」
昭
３
３
・
８
）
。
な
お
、
柳
田

　
国
男
「
口
承
文
芸
史
考
」
（
全
集
第
６
巻
）
な
ど
参
照
。

＠
　
黒
沢
幸
三
「
蟹
満
寺
縁
起
の
源
流
と
そ
の
成
立
－
民
語
の
伝
説
化
１
」

　
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
４
３
・
９
）

＠
　
関
敬
吾
編
『
日
本
昔
語
集
成
』
に
よ
る
。

¢
　
山
根
賢
吉
「
蟹
報
恩
課
の
展
開
」
（
「
国
語
と
教
育
」
第
２
号
）

＠
　
註
＠
に
同
じ
。
第
二
部
「
本
格
昔
語
１
」
八
七
頁
。

　
　
マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
テ
ィ
、
小
沢
俊
夫
訳
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
昔
語
ー
そ
の

　
形
式
と
本
質
１
』

＠
　
前
註
に
じ
。
西
郷
竹
彦
「
民
話
と
そ
の
再
語
」
（
「
文
学
」
昭
３
２
・
１
０
）

＠
　
北
山
茂
夫
「
行
基
論
」
（
『
万
葉
の
世
紀
』
所
収
）
二
五
六
頁
。

＠
　
註
◎
に
同
じ
。

＠
　
沢
田
瑞
穂
「
畜
類
償
債
諏
」
（
「
仏
教
文
学
研
究
」
第
６
号
所
収
）

＠
　
拙
稿
、
「
霊
異
記
の
観
音
信
仰
系
説
語
」
（
未
発
表
）

＠
　
註
◎
に
同
じ
。

＠
井
上
光
貞
『
日
本
古
代
の
国
家
と
仏
教
』
、
七
〇
～
七
一
頁
。
二
〇
五

　
≧
二
〇
六
頁
。

＠
　
金
久
正
「
天
降
り
女
」
（
『
奄
美
に
生
き
る
日
本
古
代
文
化
』
所
収
）

＠
　
註
◎
に
同
じ
。

三
七
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